













































































































































































は 1,591 人で、その内訳は対馬 750 人、高知 130 人、鹿児島 55 人、東京 215 人、長崎 65








































































































1926 11,742  4,120 15,862 10,029 3,471 13,500 28,144
1927 14,479  4,745 19,224 12,015 4,848 16,863 30,305
1928 11,745  5,017 16,762 10,100 4,603 14,703 23,564
1929 15,519  4,903 20,418 13,326 4,334 17,660 35,322
1930 12,029  5,861 17,890 15,175 6,251 21,416 31,786
1931 11,635  7,287 18,922 12,512 5,533 17,685 33,023
1932 11,695  9,719 21,409 10,382 7,925 18,307 36,125
1933 15,723 13,485 29.208 12,356 5,706 18,062 47,271
1934  9,060  7,844 16,904  8,115 6,015 14,130 50,045
1935  4,327  5,157  9,484  5,986 5,175 11,161 48,368
1936  4,739  4,451  9,190  6,037 5,058 11,095 46,463
出典：桝田一二、1939、“済州島人の内地出稼ぎ”、済州島庁、『昭和 14 年済州島勢要覽』、p.20。
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地域だった大阪、神戸、京都一帯で労働者または自営業者として定着した人たち。
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終わりに
　在日韓国人は 20 世紀の帝国日本時代に形成された集団であり、在日済州人はその特別
な一部分だ。すベてのディアスポラ diaspora がそうであるように、在日済州人は日本植
民地支配期から、本格的には 1920 年代初頭から日本に渡り始めた。済州と大阪を往復し
た定期連絡船が済州の村々の港を回ったので日本に行く交通の方が韓国の本土へ行くより
便利だった。済州から日本に渡った年間人口が5万人を超えた時もあった。特に植民地時
代、済州民の活動舞台は帝国日本の植民地支配領域とほぼ一致する。済州民たちは釜山を
はじめ朝鮮半島全域と日本、台湾、そして大連、ウラジオストクなど広い地域に進んで活
動した。済州島民たちが経験した近代は相対的に開放的で活動的だった。大半が海女また
は工場労働者として就職したが、時には商人や船舶の船員として働いた。この点だけを見
れば、済州島民は植民地支配構造の中で、日本資本主義の下部構造を担当した最下位労働
者だったと同時にしかし、それは彼らの生存戦略としての積極的な選択でもあった 22。
　済州民たちは閉じ込められて住んでいた島の空間を脱し、朝鮮半島よりももっと広い日
本の大都市を訪れ、近代資本主義社会の生活を体験した。済州島民同士が現地で結婚し、
2世、３世を生んで家族を作った。日本で労働運動に参加し、近代思想、近代教育を受け
たこともあった。数百年間、出陸禁止令を受け、閉鎖された島で生活していた済州島民は
日本と日本植民地に生活舞台を広げた。その結果、朝鮮半島の住民よりも広い世界に進出
し、自分たちの生活共同体を形成し、近代的な思考を受け入れ、自分たちのネットワーク
を形成したのである。そのような意味で、済州島民にとって帝国日本の支配領域は、自分
たちの新しい人生を作り出す新天地であった。
　1945 年に戦争が終わった。日本の植民地支配も終わった。帝国日本は消え、それぞれ
日本、北朝鮮、韓国、台湾、中国、ソ連などの国家に分離した。そして、国家間には見え
ない障壁ができた。しかし、すでに釜山、大阪、東京に共同体を形成してお互いに連結す
る緊密なネットワークの中で生活していた済州島民は、国家という壁を越えて緊密な関係
を維持した。その中で最も広く利用された手段は密航で、そのために絶えず苦痛を受け、
また犯罪者になったが、緊密な関係ネットワークは 1980 年代末まで維持された。
　在日済州島民の中でよく見られるパターンがある。その一つが家族たちは日本に住ん
でいて、兄弟の一部は 1950 年代末、北送船で北朝鮮に行って平壌（ピョンヤン）にいて、
親や親戚たちは、済州島にいるケースだ。戦後4・３事件の時期に、1950 年代に済州島
を脱出して日本へ密航した人たちの多数は、総連に所属して幹部として活動した人々も多
い。そのため、故郷の済州島に行きたくても行けないまま過ごすしかなかった。そんな彼
22　李俊植、「日帝植民地期における済州道民の大阪移住」、『韓日民族問題研究』３揖、韓日民族問
題学会、2006、p.30。
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らは 1980 年代までは、平壌をよく訪問しながら過ごしたが、最近は、故郷を訪問するた
め、民団に籍を変えた人たちもいる。
　済州島民の日本への移住の歴史はまだ終わっていない。今も定期的に日本と済州を往来
しながら仕事をしたり、最初から1～2年ずつ就職ビザを受けて在日済州人の親類らが経
営する工場に行って働いている済州民たちがいる。しかし、全般的な傾向は変わりつつあ
る。在日済州人は形成期を経て、成長を続け、停滞状態に陥っていると同時に、韓国、日
本、北朝鮮など国境を越えて繋がっている血縁関係網が次第に稀薄になっている。結局は
徐々に日本社会の中に吸収される存在になっていくのであろう。しかし在日済州人の近代
移行期のトランスナショナルな経験は、済州人が自分たちの未来を設計する時、重要な役
割を果たすことになるだろう。

